
3 観峰館所蔵朝鮮古碑拓本解説（二）

五
、
扶
余
唐
平
百
済
碑

〔
朝
拓
―
０
０
６
〕【
図
５
―
１
】

扶
余
（
現
在
の
忠
清
南
道
扶
余
郡
扶
余
邑
）
は
百
済
最
後
の
都
泗
沘
の
故
地

で
あ
る
。
そ
の
扶
余
邑
の
市
街
地
東
南
里
に
残
る
定
林
寺
址
に
五
層
の
石
塔
が

あ
り
【
図
５
―
２
】、
そ
の
第
一
層
塔
身
の
四
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ

の
「
唐
平
百
済
碑
」
で
あ
る
。
南
面
の
右
側
の
隅
柱
に
篆
書
で
大
き
く
題
字
が

彫
ら
れ
て
お
り
、「
大
唐
平
百
済
国
碑
銘
」（「
大
唐
、
百
済
国
を
平
ら
ぐ
る
の

碑
銘
」）
と
記
す
【
図
５
―
３
】。
従
っ
て
正
確
に
は
「
大
唐
平
百
済
国
碑
銘
」

と
よ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
林
寺
と
い
う
名
は
、
出
土
し
た
高
麗
時
代
の
瓦
に
そ
の
名
が
見
え
る
た
め

に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
百
済
時
代
の
記
録
に
は
み
え
な
い
。
た
だ
、
影
響
を

受
け
た
中
国
南
朝
の
都
建
康
（
南
京
）
に
は
、
定
林
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
た

め
、
百
済
時
代
か
ら
そ
の
名
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
王
都
の
ほ
ぼ
中
央

に
あ
り
【
図
５
―
４
】、
王
宮
（
推
定
地
）
か
ら
す
ぐ
南
に
位
置
す
る
こ
の
寺
は
、

百
済
国
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ち
が
い
な
い
。

碑
銘
は
、
題
字
の
と
お
り
、
唐
が
百
済
を
平
定
し
た
記
念
碑
で
あ
る
。
碑
石

が
準
備
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
仏
寺
の
石
塔
に
彫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、

百
済
王
宮
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
円
形
の
石
槽
（
国
立
扶
余
博
物
館
展
示
）【
図

５
―
５
】
に
こ
の
碑
銘
の
三
分
の
一
程
度
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
最
初
そ
の
石
槽

に
彫
ろ
う
と
し
て
彫
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
石
塔
に
替
え
た
も

の
と
み
る
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、
石
槽
の
ほ
う
を
縮
約
し
た
も
の
と
と
ら
え
、

当
初
か
ら
二
箇
所
に
残
そ
う
と
し
た
と
い
う
み
か
た
や
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
碑

が
あ
り
（
現
存
し
な
い
が
）
両
者
は
そ
れ
を
復
刻
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
み

か
た
な
ど
も
あ
る
。
碑
銘
本
文
の
末
尾
に
「
玆
の
寶
刹
を
刊
し
て
用
て
殊
功
を

紀
す
」
と
あ
り
、「
玆
の
寶
刹
」
が
こ
の
石
塔
を
指
す
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、
明
確
な
意
志
を
も
っ
て
石
塔
に
彫
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

唐
軍
は
、
こ
の
百
済
国
に
と
っ
て
重
要
な
寺
の
仏
塔
に
戦
勝
記
念
の
文
字
を

彫
り
刻
ん
だ
の
で
あ
る
。
当
時
の
百
済
人
た
ち
が
よ
く
こ
の
よ
う
な
文
字
を
そ

の
ま
ま
に
し
た
も
の
だ
と
思
う
が
、
寺
は
廃
絶
し
た
も
の
の
、
石
塔
と
彫
ら
れ

た
文
字
と
は
現
代
に
ま
で
ほ
ん
ら
い
の
位
置
の
ま
ま
、
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
石
塔
が
立
て
ら
れ
る
前
に
そ
の
位
置
に
木
塔
が
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

題
字
の
下
の
隅
柱
右
端
に
小
さ
く
「
顯
慶
五
年
歳
在
庚
申
（
六
六
〇
）
八
月

己
巳
朔
十
五
日
癸
未
建
つ
」
と
記
す
。
百
済
最
後
の
義
慈
王
が
降
伏
し
た
の
が

七
月
一
八
日
で
あ
り
、
そ
の
お
よ
そ
一
箇
月
後
で
あ
る
。
そ
れ
の
左
に
少
し
離
れ
、

隅
柱
左
端
に
「
洛
州
河
南
權
懷
素
書
す
」
と
あ
る
。
ま
た
本
文
中
に
「
陵
州
長
史
・

判
兵
曹
賀
遂
亮
、
濫
り
に
庸
才
を
以
て
謬
り
て
文
翰
を
司
る
」
と
記
し
て
い
る

（
東
面
16
・
17
行
）。
つ
ま
り
文
章
を
作
成
し
た
の
が
賀
遂
良
、
文
字
を
書
い
た

の
が
権
懐
素
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た
り
と
も
従
軍
し
て
い
た
も
の
と
考
え

観
峰
館
所
蔵
朝
鮮
古
碑
拓
本
解
説
（
二
）

田
　
中
　
俊
　
明
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③〔137.1×68.7cm〕 ②〔136.8×68.7cm〕

⑤〔137.0×50.5cm〕

①〔136.7×50.7cm〕

④〔137.4×50.8cm〕⑥〔136.8×68.8cm〕

【図5-1-1】扶余唐平百済碑（朝拓─006）（一）
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⑩〔137.2×68.7cm〕⑪〔137.0×68.8cm〕

⑦〔137.0×68.5cm〕⑨〔137.7×50.4cm〕

⑫〔136.8×50.1cm〕

⑧〔137.0×50.5cm〕

【図5-1-2】同（二）
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⑭〔136.3×68.2cm〕

【図5-1-3】同（三）

⑬〔136.9×50.4cm〕

【図5-2】定林寺址の五層石塔（田中撮影）

【図5-3】定林寺址石塔第一層塔身
の碑銘冒頭（田中撮影）

⑯〔136.7×50.8cm〕
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ら
れ
る
が
、「
平
定
」
後
、
急
遽
そ
う
し
た
能
力
の
あ
る
人
物
が
選
ば
れ
た
の
か
、

あ
ら
か
じ
め
勝
利
を
予
定
し
て
伴
っ
て
い
た
も
の
か
。
わ
ず
か
に
残
る
賀
遂
良

の
史
料
に
よ
れ
ば
、
文
筆
の
能
力
が
あ
り
、
記
録
を
残
す
た
め
に
従
軍
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
工
も
準
備
し
て
来
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ

う
し
た
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
の
か
。
碑
石
の
準
備
は
し
て
来
な
か
っ
た
よ
う

で
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
に
彫
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ほ
ん
ら

い
百
済
の
優
美
な
石
塔
で
も
あ
り
、
百
済
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
屈
辱

の
刻
字
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
が
唐
の
蛮
行
を
明
示
す
る
も
の
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
破
壊
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
。

そ
の
全
文
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
韓
国
古
代
金
石
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
表
示
す
る
も
の
を
中
心
に
、
韓
国
古
代
社
会
研
究
所
編
『
訳
註
韓
国
古
代
金

石
文
』
第
一
巻
（
駕
洛
国
史
蹟
開
発
研
究
院
、
一
九
九
二
年
）
の
金
英
心
釈
文

な
ど
を
参
考
に
し
、
拓
本
で
確
認
し
た
。

　
　
　

南
面
（
第
１
面
）

（
題
字
等
）

１　

大
唐
平
百　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拓
本
①
）

２　

濟
國
碑
銘

３　

顯
慶
五
年
歲
在
庚
申
八
月

４　

己
巳
朔
十
五
日
癸
未
建

５　

洛
州
河
南
權
懷
素
書

（
本
文
）

　
　
　
　
　
　

５　
　
　
　

10　
　
　
　

15

１　

原
夫
皇
王
所
以
朝
萬
國
制
百
靈
淸
海
外
而　
（
拓
本
②
）

２　

擧
天
維
宅
寰
中
而
恢
地
絡
莫
不
揚
七
德
以

【図5-4】錦城山からみた定林寺址全景（田中撮影）

【図5-5】扶余百済石槽
（国立扶余博物館展示）（田中撮影）
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４　

衛
霍
而
不
追
俯
彭
韓
而
高
視
趙
雲
一
身
之

５　

膽
勇
冠
三
軍
關
羽
萬
人
之
敵
聲
雄
百
代
捐

６　

軀
殉
國
之
志
冒
流
鏑
而
逾
堅
輕
生
重
義
之

７　

□
□
□
□
而
難
奪
心
懸
氷
鏡
鬼
神
無
以
祕　
（
拓
本
⑥
）

８　

□
形
質
邁
松
筠
風
霜
不
能
改
其
色
至
於
養

９　

□
□
撫
邊
夷
愼
四
知
去
三
惑
顧
冰
泉
以
表

10　

潔
□
霜
栢
以
凝
貞
不
言
而
合
詩
書
不
行
而

11　

□
□
矩
将
白
雲
而
共
爽
與
靑
松
而
競
高
遠

12　

□
□
□
咸
有
慙
德
副
大
捴
管
冠
軍
大
将
軍

13　

□
□
□
衛
将
軍
上
柱
國
下
博
公
劉
伯
英
上

14　

□
□
□
□
□
風
□
負
廊
廟
之
才
懷
将
相
之

15　

器
言
爲
物
範
行
□
士
則
詞
溫
布
帛
□
馥
芝　
（
拓
本
⑦
）

16　

蘭
績
著
旗
常
調
諧
鍾
律
重
平
生
於
□
□
輕

17　

尺
璧
於
寸
陰
破
隗
之
勳
常
似
不
足
平
□
□

18　

策
口
未
涉
言
副
大
捴
管
使
持
節
隴
州
諸
軍

19　

事
隴
州
刺
史
上
柱
國
安
夷
公
董
寶
德
□
志

20　

飄
擧
雄
圖
傑
立
藝
包
三
略
策
運
後
□
□
□

21　

眞
梅
能
令
魏
軍
止
渴
無
勞
實
纊
□
□
□
□

22　

忘
寒
副
大
捴
管
左
領
軍
将
軍
金
仁
問
□
□

23　

溫
雅
器
識
沉
毅
無
小
人
之
細
行
有
君
子
之　
（
拓
本
⑧
）

24　

高
風
武
旣
止
戈
文
亦
柔
遠
行
軍
長
史
中
書

25　

舍
人
梁
行
儀
雲
翹
吐
秀
日
鏡
揚
輝
風
偃
搢

26　

□
道
光
雅
俗
鑒
淸
許
郭
望
重
荀
裴
辯
箭
騰

27　

□
□
九
流
於
學
海
詞
條
發
穎
掩
七
澤
於
文

28　

□
□
太
傅
之
深
謀
未
堪
捧
轡
杜
鎭
南
之
遠

３　

馭
遐
荒
耀
五
兵
而
肅
邊
徼
雖
質
文
異
軌
步

４　

驟
殊
塗
揖
讓
之
與
干
戈
受
終
之
與
革
命
皆

５　

載
勞
神
武
未
戢
佳
兵
是
知
洶
水
挻
祅
九
嬰

６　

遂
戮
洞
庭
構
逆
三
苗
已
誅
若
乃
式
鑒
千
齡

７　

緬
惟
萬
古
當
塗
代
漢
典
午
承
曺
至
於
任
重

８　

鑿
門
禮
崇
推
轂
馬
伏
波
則
鑄
銅
交
阯
竇
車

９　

騎
則
勒
石
燕
然
竟
不
能
覆
鯷
海
之
奔
鯨
絶　
（
拓
本
③
）

10　

狼
山
之
封
豕
況
丘
樹
磨
滅
聲
塵
寂
寥
圓
鼎

11　

不
傳
方
書
莫
紀
蠢
玆
卉
服
竊
命
鳥
洲
襟
帶

12　

九
夷
懸
隔
萬
里
恃
斯
險
阨
敢
亂
天
常
東
伐

13　

親
隣
近
違　
　

明
詔
北
連
逆
豎
遠
應

聲

14　

況
外
棄
直
臣
內
信
祅
婦
刑
罰
所
及
唯
在
忠

15　

良
寵
任
所
加
必
先
諂
倖
標
梅
結
怨
杼
軸
銜

16　

悲
我

17　

皇
體
二
居
尊
通
三
表
極
珠
衡
毓
慶
日
角
騰　
（
拓
本
④
）

18　

輝
揖
五
瑞
而
朝
百
神
妙
萬
物
而
乘
六
辯
正

19　

天
柱
於
西
北
廻
地
紐
於
東
南
若
夫
席
龍
圖

20　

裒
鳳
紀
懸
金
鏡
齊
玉
燭
拔
窮
鱗
於
涸
轍
拯

21　

危
卵
於
傾
巢
哀
此
遺
甿
憤
斯
兇
醜
未
親
吊

22　

伐
先
命
元
戎
使
持
節
神
丘
嵎
夷
馬
韓
熊
津

　
　
　

西
面
（
第
２
面
）

　
　
　
　
　
　

５　
　
　
　

10　
　
　
　

15

１　

等
一
十
四
道
大
捴
管
左
武
衛
大
将
軍
上
柱　
（
拓
本
⑤
）

２　

國
邢
國
公
蘇
定
方
疊
遠
構
於
曾
城
派
長
瀾

３　

於
委
水
叶
英
圖
於
武
帳
標
秀
氣
於
文
昌
架
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北
面
（
第
３
面
）

　
　
　
　
　
　

５　
　
　
　

10　
　
　
　

15

１　

□
□
□
□
□
□
□
鳳
池
式
淸
鯨
壑
邢
國
公　
（
拓
本
⑨
）

２　

運
秘
策
縱
驍
雄
陰
羽
開
偃
月
之
圖
陽
文
含

３　

曉
星
之
氣
龍
韜
豹
鈐
必
表
於
情
源
玄
女
黃

４　

公
咸
會
於
神
用
況
乎
稽
天
蟻
聚
迊
地
蜂
飛

５　

類
短
狐
之
含
沙
似
長
蛇
之
吐
霧
連
營
則
豺

６　

狼
滿
道
結
陣
則
梟
鏡
弥
山
以
此
兇
徒
守
斯

７　

窮
險
不
知
懸
縷
将
絶
墜
之
以
千
鈞
累
碁
先　
（
拓
本
⑩
）

８　

危
壓
之
以
九
鼎
于
時
秋
草
衰
而
寒
山
淨
凉

９　

飇
擧
而
殺
氣
嚴
逸
足
與
流
電
爭
飛
疊
鼓
共

10　

奔
雷
竸
震
命
豊
隆
而
後
殿
控
列
缺
以
前
驅

11　

沴
氣
祅
氛
掃
之
以
戈
戟
崇
墉
峻
堞
碎
之
以

12　

衝
棚
左
□
軍
捴
管
右
屯
衛
郞
将
上
柱
國
□

13　

阿
□
右
一
軍
捴
管
使
持
節
淄
州
刺
史
上
柱

14　

國
于
元
嗣
地
處
閞
河
材
包
文
武
挾
山
西
之

15　

壯
氣
乘
冀
北
之
浮
雲
呼
吸
則
江
海
停
波
嘯　
（
拓
本
⑪
）

16　

咤
則
風
雷
絶
響
嵎
夷
道
副
捴
管
右
武
候
中

17　

郞
将
上
柱
國
曹
継
叔
久
預　

經
綸
備
嘗
艱

18　

險
異
廉
頗
之
强
飯
同
充
國
之
老
臣
行
軍
長

19　

史
岐
州
司
馬
杜
爽
質
耀
璿
峯
芳
流
桂
畹
追

20　

風

電
騁
逸
轡
於
西
海
排
雲
擊
水
搏
勁
翮

21　

於
南
溟
驥
足
旣
申
鳳
池
可
奪
右
一
軍
捴
管

22　

宣
威
将
軍
行
左
驍
衛
郞
将
上
柱
國
劉
仁
願

23　

資
孝
爲
忠
自
家
形
國
早
聞
周
孔
之
敎
晩
習　
（
拓
本
⑫
）

24　

孫
吳
之
書
旣
負
英
勇
之
才
仍
兼
文
吏
之
道

25　

邢
國
公
奉
緣

26　

聖
旨
委
以
斑
條
欲
令
金
如
粟
而
不
窺
馬
如

27　

羊
而
莫
顧
右
武
衛
中
郞
将
金
良
圖
左
一
軍

28　

捴
管
使
持
節
沂
州
刺
史
上
柱
國
馬
延
卿
俱

　
　
　

東
面
（
第
４
面
）

　
　
　
　
　
　

５　
　
　
　

10　
　
　
　

15　
　
　
　

20

１　

懷
鐵
石
之
心
各
勵
鷹
鸇
之
志
擁
三
河
之
勁
卒
□
六
郡　
（
拓
本
⑬
）

２　

之
良
家
邢
國
公
上
奉

３　

神
謀
下
專
節
度
或
中
權
陷
陣
或
後
勁
先
鋒
出
天
入
地

４　

之
奇
千
變
萬
化
致
遠
鉤
深
之
妙
電
發
風
行
星
□
□
移

５　

英
聲
載
路　

邢
國
公
仁
同
轉
扇
恩
甚
投
醪
逆
命
者
則

６　

肅
之
以
秋
霜
□
順
者
則
涵
之
以
春
露
一
擧
而
平
九
種

７　

再
捷
而
定
三
韓
降
劉
弘
之
尺
書
則
千
城
仰
德
發
魯
連

８　

之
飛
箭
則
萬
里
銜
恩
其
王
扶
餘
義
慈
及
太
子
隆
自
外

９　

王
餘
孝
一
十
三
人
并
大
首
領
大
佐
平
沙
吒
千
福
國
辯　
（
拓
本
⑭
）

10　

成
以
下
七
百
餘
人
旣
入
重
闈
並
就
擒
獲
捨
之
馬
革
載

11　

以
牛
車
佇
薦
司
勳
式
獻

12　

淸
廟
仍
變
斯
獷
俗
令
沐
玄
猷
露
冕
褰
帷
□
□
□
款
□

13　

鮮
製
錦
必
選
賢
良
庶
使
剖
符
績
邁
於
龔
黃
□
絃
名
高

14　

於
卓
魯
凡
置
五
都
督
卅
七
州
二
百
五
十
縣
戶

四
萬

15　

口
六
百

萬
各
齊
編
戶
咸
變
夷
風
夫
書
東
觀
紀
南
宮

16　

所
以
旌
其
善
勒
彛
鼎
銘
景
鍾
所
以
表
其
功
陵
州
長
史

17　

判
兵
曹
賀
遂
亮
濫
以
庸
才
謬
司
文
翰
學
輕
俎
豆
氣
重

18　

風
雲
軄
号
将
軍
願
與
廉
頗
□
列
官
稱
博
士
羞
共
賈
誼

19　

□
衡
不
以
衰
容
猶
懷
壯
節
提
戈
海
外
冀
效
涓
塵
□
載　
（
拓
本
⑮
欠
）
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観
峰
館
所
蔵
の
拓
本
は
、
一
五
張
あ
り
、
ほ
ん
ら
い
あ
る
べ
き
一
張
を
欠
失

し
て
い
る
。
そ
の
欠
失
部
分
は
、
国
立
中
央
博
物
館
編
『
金
石
文
資
料
①
三
国

時
代
』（
濊
貊
、
二
〇
一
〇
年
）
所
掲
の
図
を
掲
げ
て
お
き
た
い
【
図
５
―
６
】。

題
字
等
を
除
く
本
文
は
、
四
面
す
べ
て
の
面
の
隅
柱
・
羽
目
石
に
彫
ら
れ
て

い
る
が
、
南
面
（
第
１
面
）
が
二
二
行
、
西
面
（
第
２
面
）
二
八
行
、
北
面
（
第

３
面
）
二
八
行
、
東
面
（
第
４
面
）
三
六
行
で
、
計
一
一
四
行
に
わ
た
る
。
拓

本
は
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
面
四
張
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
各
面
の
羽
目
石

が
二
石
か
ら
な
り
、
隅
柱
両
側
二
石
と
あ
わ
せ
て
一
面
四
石
に
文
字
が
彫
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
各
石
ご
と
に
採
拓
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一

張
ご
と
の
行
数
は
、
題
字
等
部
分
（
五
行
と
す
べ
き
か
）
は
別
に
し
て
、
本
文

六
行
～
一
〇
行
で
一
定
し
て
い
な
い
。

南
面
・
西
面
・
北
面
は
各
行
一
六
字
で
、
東
面
の
み
各
行
二
〇
字
が
基
本
で

あ
る
。
皇
帝
に
関
わ
る
文
字
が
あ
れ
ば
、
改
行
す
る
か
空
格
に
し
て
お
り
、
本

文
の
字
数
と
し
て
は
合
計
一
八
九
九
字
と
な
る
。
南
面
隅
柱
の
題
字
等
は
三
五

字
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
あ
わ
せ
る
と
一
九
三
四
字
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
上
記
の
碑
銘
以
外
に
、
そ
れ
ら
の
記
さ
れ
た
第
一
層
塔
身
と
屋
蓋
石

と
の
間
に
楣
石
と
よ
ぶ
石
が
一
段
あ
る
が
、
そ
の
西
面
・
北
面
の
石
に
三
二
行

各
三
字
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
加
え
る
と
、
総
計
二
一
一
六
字
と

な
る
。
題
字
部
分
を
除
い
て
楷
書
で
、
文
体
は
四
六
駢
驪
体
で
あ
る
。

記
さ
れ
た
内
容
は
、
題
字
に
示
す
よ
う
に
、
六
六
〇
年
に
唐
軍
が
百
済
国
を

平
定
し
た
功
績
を
記
す
も
の
で
、
唐
軍
の
総
司
令
官
で
あ
る
蘇
定
方
を
筆
頭
に
、

従
軍
し
た
諸
将
軍
の
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
さ
れ
た
将

軍
の
名
と
官
名
の
み
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
使
持
節
・
神
丘
嵎
夷
馬
韓
熊
津
等
一
十
四
道
大
捴
管
・
左
武
衛
大
将
軍
・

上
柱
國
・
邢
國
公　

蘇
定
方

20　

□
庭
九
摧
逋
□
翁
歸
之
□
□
欲
居
中
乃
弃
餘
詞
敬
□

21　

□
筆
□
書
成
事
無
取
浮
華
俾
夫
海
變
桒
田
同
天
地
之

22　

永
久
洲
移
鬱
島
與
日
月
而
長
懸
其
銘
曰

23　

悠
悠
遂
古
茫
茫
厥
初
人
倫
草
昧
造
化
權
輿
冬
巢
夏
穴

24　

殼
飮
鶉
居
以
結
以
刻
或
畋
或
漁
淳
源
旣
往
大
道
淪
胥

25　

爰
及
三
五
代
非
一
主
揖
讓
唐
虞
革
命
湯
武
上
齊
七
政

26　

下
均
九
土
屢
擾
干
戈
式
淸
區
宇
未
漸
西
掖
豈
覃
東
戶

27　

奧
我　
　

聖
皇
道
叶
穹
蒼
榮
鏡
千
古
窂
籠
百
王
逖
矣

28　

遠
徼
遐
哉
大
荒
咸
稟
正
朔
並
預
封
疆
□
□
□
種
獨
隔

29　

三
光
叛
換
澤
國
憑
凌
水
鄕
天
降
飛
将
豹
蔚
龍
驤
弓
含　
（
拓
本
⑯
）

30　

月
影
劒
動
星
芒
貔
貅
百
萬
電
擧
風
揚
前
誅
蟠
木
却
翦

31　

扶
桒
冰
銷
夏
日
葉
碎
秋
霜
赳
赳
五
營
明
明
三
令
仰
申

32　

□
□
府
齊
軍
政
風
嚴
草
衰
日
寒
江
淨
霜
戈
夜
動
雲
旗

33　

□
□
□
戟
前
驅
吳
鉤
後
勁
巨
猾
授
首
逋
誅
請
命
威
惠

34　

□
□
□
□
□
□
嘉
樹
不
翦
甘
棠
在
詠
花
臺
望
月
貝
殿

35　

□
□
□
□
□
□
□
梵
晨
□
刊
玆
寶
刹
用
紀
殊
功
拒
天

36　

□
□
□
固
橫
地
軸
以
無
窮

【図5-6】拓本⑮ （国立中央博物館編
『金石文資料①三国時代』）



11 観峰館所蔵朝鮮古碑拓本解説（二）

○
副
大
捴
管
・
冠
軍
大
将
軍
・
□
□
□
衛
将
軍
・
上
柱
國
・
下
博
公　

劉
伯

英
○
副
大
捴
管
・
使
持
節
・
隴
州
諸
軍
事
・
隴
州
刺
史
・
上
柱
國
・
安
夷
公　

董
寶
德

○
副
大
捴
管
・
左
領
軍
将
軍　

金
仁
問

○
行
軍
長
史
・
中
書
舍
人　

梁
行
儀

○
左
□
軍
捴
管
・
右
屯
衛
郎
将
・
上
柱
國　

□
阿
□

○
右
一
軍
捴
管
・
使
持
節
・
淄
州
刺
史
・
上
柱
國　

于
元
嗣

○
嵎
夷
道
副
捴
管
・
右
武
侯
中
郎
将
・
上
柱
國　

曹
継
叔

○
行
軍
長
史
・
岐
州
司
馬　

杜
爽

○
右
一
軍
捴
管
・
宣
威
将
軍
・
行
左
驍
衛
郎
将
・
上
柱
國　

劉
仁
願

○
右
武
衛
中
郎
将　

金
良
圖

○
左
一
軍
捴
管
・
使
持
節
・
沂
州
刺
史
・
上
柱
國　

馬
廷
卿

楣
石
西
面
・
北
面
の
一
九
二
字
は
、
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、「
□
州
司
□

李
思
約
」
な
ど
、
官
職
・
人
名
が
み
え
る
も
の
が
あ
る
。
碑
銘
に
記
さ
れ
た
将

軍
た
ち
よ
り
も
下
位
の
も
の
が
数
人
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
章
が
碑

銘
本
文
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

碑
銘
の
中
に
は
、
新
羅
の
武
烈
王
の
二
男
で
あ
る
金
仁
問
の
名
が
み
え
、
そ

の
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
（
西
面
22
～
24
行
）。『
三
国
史
記
』

巻
四
四
に
金
仁
問
伝
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
七
回
、
入
唐
し
た
と
記
す
。
そ
の
通

り
、
唐
と
の
間
を
し
ば
し
ば
往
来
し
て
お
り
、
微
妙
な
唐
と
の
関
係
の
橋
渡
し

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
最
後
に
は
六
九
四
年
、
武
則
天
の
都
洛
陽
で
死

に
、
な
き
が
ら
は
新
羅
に
送
ら
れ
、
父
武
烈
王
の
陵
の
す
ぐ
前
に
葬
ら
れ
た
。「
金

仁
問
碑
」
が
、
一
九
三
一
年
に
西
岳
書
院
の
楼
門
の
下
で
有
光
教
一
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
、
現
在
、
国
立
慶
州
博
物
館
に
展
示
す
る
【
図
５
―
７
】。
お
よ
そ

ほ
ん
ら
い
の
三
分
の
一
程
度
の
残
碑
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
松
島
の
蒐
集
時

期
に
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
観
峰
館
に
収
蔵
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た

六
六
〇
年
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
部
記
事
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど

欠
落
し
て
い
る
。

仁
問
は
、
唐
の
遠
征
軍
派
遣
の
と
き
に
は
唐
に
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
唐

に
行
っ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
六
五
三
年
も
し
く
は
六
五
六
年
に
帰
国
し

た
記
録
は
あ
り
、
そ
の
後
ま
た
唐
に
派
遣
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
三

国
遺
事
』
巻
一
・
大
宗
春
秋
公
条
に
、

太
宗
（
武
烈
王
）、
百
濟
の
國
中
に
恠
變
多
き
を
聞
き
、
五
年
庚
申
（
六

六
〇
）
使
仁
問
を
遣
わ
し
兵
を
唐
に
請
わ
し
む
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
こ
の
年
に
仁
問
を
唐
に
派
遣
し
た
、
と
い
う
こ
と

【図5-7】金仁問碑
（国立慶州博物館展示、田中撮影）
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宮
殿
に
入
り
、
清
廟
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
『
日

本
書
紀
』
斉
明
六
年
（
六
六
〇
）
条
の
分
注
に
、
そ
の
時
倭
国
の
遣
唐
使
の
一

員
と
し
て
唐
に
い
た
伊
吉
連
博
徳
の
書
を
引
い
て
、

庚
申
年
八
月
、
百
済
已
に
平
ら
げ
ら
れ
し
後
、
…
…
十
一
月
一
日
、
将
軍

蘇
定
方
ら
が
爲
に
捉
え
ら
れ
し
百
済
王
以
下
、
太
子
隆
ら
、
諸
王
子
十
三
人
、

大
佐
平
沙
宅
千
福
・
国
弁
成
以
下
卅
七
人
、
并
せ
て
五
十
許
人
、
朝
堂
に

奉
進
せ
ら
れ
、
急
ぎ
引
か
れ
て
天
子
に
趍
向
す
。
天
子
恩
勅
も
て
、
見
前

に
放
着
す
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』

巻
四
・
高
宗
本
紀
上
・
顯
慶
五
年
（
六
六
〇
）
十
一
月
戊
戌
（
一
日
）
条
に
も
「
蘇

定
方
、
百
濟
王
扶
餘
義
慈
・
太
子
隆
等
五
十
八
人
の
俘
を
則
天
門
に
獻
じ
、
責

め
て
之
を
宥
す
」
と
あ
る
。

そ
も
そ
も
蘇
定
方
が
帰
国
し
た
の
は
、
九
月
三
日
で
あ
っ
た
。『
三
国
史
記
』

巻
五
・
太
宗
武
烈
王
七
年
（
六
六
〇
）
九
月
三
日
条
に
、

郎
將
劉
仁
願
、
兵
一
萬
人
を
以
て
泗
沘
城
に
留
鎭
す
。
王
子
仁
泰
、
沙
湌

日
原
・
級
湌
吉
那
と
與
に
兵
七
千
を
以
て
之
に
副
う
。
定
方
、
百
濟
王
及

び
王
族
臣
寮
九
十
三
人
・
百
姓
一
萬
二
千
人
を
以
て
、
泗
沘
よ
り
舡
に
乘

り
唐
に
迴
る
。
金
仁
問
、
沙
湌
儒
敦
・
大
奈
麻
中
知
等
と
與
に
偕
に
行
く
。

と
あ
り
、
そ
の
時
、
百
済
王
ら
を
伴
っ
て
帰
国
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

八
月
十
五
日
に
碑
銘
が
記
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
実
を
含
め
る
こ
と
が
で

き
た
は
ず
が
な
い
。

さ
ら
に
碑
銘
に
は
「
凡
そ
五
都
督
・
卅
七
州
・
二
百
五
十
縣
を
置
く
。
戶

四
萬
。
口
六
百

萬
。
各
々
齊
し
く
編
戶
し
、
咸
な
夷
風
を
變
う
」
と
あ
る
（
東

面
14
・
15
行
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
旧
唐
書
』
巻
四
・
高
宗
本
紀
上
・
顯
慶
五

年
（
六
六
〇
）
条
の
八
月
庚
辰
（
一
二
日
）
条
に
、

蘇
定
方
等
、
百
濟
を
討
平
し
、
其
の
王
扶
餘
義
慈
を
面
縛
し
、
國
分
か
れ

に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
金
仁
問
伝
で
は
、

新
羅
、
屢
々
百
濟
の
侵
す
所
と
爲
る
。
唐
兵
を
得
て
援
助
と
爲
し
、
以
て

着
（
羞
）
恥
を
雪
が
ん
こ
と
を
願
い
、
擬
し
て
宿
衞
の
仁
問
に
諭
し
て
、

師
を
乞
わ
し
む
。

と
い
う
よ
う
に
、「
宿
衛
の
仁
問
に
」
と
あ
り
、
こ
の
年
に
救
軍
の
た
め
に
派

遣
し
た
よ
う
に
は
み
え
ず
、
以
前
か
ら
宿
衛
（
皇
帝
の
そ
ば
ち
か
く
に
仕
え
る
）

し
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

新
羅
本
紀
で
は
、
武
烈
王
六
年
（
六
五
九
）
条
に
、

夏
四
月
、
百
濟
、
頻
り
に
境
を
犯
す
。
王
、
将
に
之
を
伐
た
ん
と
す
。
使

を
遣
わ
し
唐
に
入
り
て
師
を
乞
わ
し
む
。

と
あ
り
、
唐
に
遣
使
し
救
援
を
要
請
し
て
い
る
。
新
羅
が
唐
に
遣
使
す
る
の
は
、

こ
こ
連
年
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
救
援
を
求
め
て
と
明
記
す
る
こ
の
記
事

が
、
仁
問
を
派
遣
し
た
と
き
か
も
し
れ
な
い
。

碑
銘
に
は
ま
た
、
最
後
の
ほ
う
に
金
良
図
と
い
う
名
が
み
え
る
。
こ
の
金
良

図
も
新
羅
人
で
あ
り
、
や
は
り
こ
の
時
、
唐
に
滞
在
し
て
い
て
派
遣
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
真
骨
身
分
の
貴
族
で
、
高
官
で
あ
っ
た
が
出
自
に
つ
い

て
は
明
確
で
は
な
い
。
金
仁
問
の
附
伝
と
し
て
、
簡
単
な
伝
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
六
回
、
唐
を
往
来
し
た
と
い
う
。
最
後
は
、
唐
で
獄
死
し
て
い
る
。
入

唐
に
つ
い
て
、
最
後
と
な
る
文
武
王
九
年
の
事
実
の
み
が
記
さ
れ
、
ほ
か
は
み

え
な
い
。
金
仁
問
の
直
前
の
入
唐
と
同
時
（
六
五
九
年
）
か
、
そ
の
前
六
五
六

年
あ
た
り
に
入
唐
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
碑
銘
に
は
、「
其
の
王
扶
餘
義
慈
及
び
太
子
隆
、
自
外
王
餘
孝
一

十
三
人
、
并
せ
て
大
首
領
大
佐
平
沙
吒
千
福
・
國
辯
成
以
下
七
百
餘
人
、
旣
に

重
闈
に
入
り
、
並
び
に
擒
獲
に
就
き
、
之
を
馬
革
に
捨
て
、
載
せ
る
に
牛
車
を

以
て
し
、
佇
み
て
司
勳
に
薦
め
、
式
て
淸
廟
に
獻
ず
」
と
み
え
る
（
東
面
８

～
11
行
）。
最
後
の
王
義
慈
王
と
太
子
の
扶
余
隆
は
じ
め
王
子
・
高
官
た
ち
が
、
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て
五
部
・
郡
三
十
七
・
城
二
百
・
戸
七
十
六
萬
。
其
の
地
を
以
て
熊
津
等

の
五
都
督
府
を
分
置
す
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
蘇
定
方
が
帰
国
す
る
よ
り
も
前
に
、
唐
高
宗
の
も
と
に
戦

勝
の
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
応
で
あ
る
。
こ
の
日
付
が
熊
津
等
の

五
都
督
府
分
置
の
詔
が
出
さ
れ
た
日
付
で
あ
れ
ば
、
八
月
十
五
日
ま
で
に
泗
沘

に
留
ま
っ
て
い
る
蘇
定
方
の
も
と
に
ま
で
届
い
た
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。

後
者
は
お
く
と
し
て
も
、
碑
銘
に
は
、
義
慈
王
等
献
上
の
こ
と
な
ど
、
八
月

十
五
日
以
後
の
情
報
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
の

か
は
問
題
で
あ
る
。
後
半
が
追
記
さ
れ
た
と
み
る
に
し
て
も
、
適
当
な
切
れ
目

が
見
い
だ
せ
な
い
。
と
す
る
と
、
八
月
十
五
日
の
日
付
で
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

現
実
に
は
全
体
が
十
一
月
一
日
以
降
に
記
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
ま
だ
明
確
な
考
え
は
な
い
。

主
要
な
参
考
文
献
を
あ
げ
て
お
く
。

喜
田
貞
吉
「
大
唐
平
百
済
国
碑
銘
に
関
す
る
疑
問
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
五

巻
五
号
、
一
九
二
五
年
）

葛
城
末
治
「
扶
余
唐
平
百
済
碑
塔
」『
朝
鮮
金
石
攷
』
大
阪
屋
号
書
店
、
一

九
三
五
年
）

金
英
心
「
唐
平
済
碑
」（
韓
国
古
代
社
会
研
究
所
編
『
訳
註
韓
国
古
代
金
石
文
』

一
巻
、
駕
洛
国
史
蹟
開
発
研
究
院
、
一
九
九
二
年
）

李
道
學
「
定
林
寺
址
五
層
塔
碑
銘
と
そ
の
作
成
背
景
」（『
先
史
と
古
代
』
八

輯
、
一
九
九
七
年
）

拝
根
興
「『
大
唐
平
百
濟
國
碑
銘
』
問
題
に
対
す
る
考
察
」（『
忠
北
史
學
』

二
〇
輯
、
二
〇
〇
八
年
）

金
栄
官
「
大
唐
平
百
濟
國
碑
銘
に
対
す
る
考
察
」（『
歴
史
と
談
論
』
六
六
輯
、

二
〇
一
三
年
）

全
智
恵
「
扶
余
定
林
寺
址
五
層
石
塔
の
初
期
調
査
と
塔
身
銘
文
に
関
し
て
」

（『
韓
國
古
代
史
探
究
』
二
八
輯
、
二
〇
一
八
年
）

拝
根
興
・
林
沢
杰
「《
大
唐
平
百
済
国
碑
銘
》
関
連
問
題
新
探
」（『
陝
西
師

範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
四
五
巻
四
期
、
二
〇
一
六
年
）

六
、
武
烈
王
陵
碑
額
字

〔
朝
拓
―
０
０
８
〕【
図
６
―
１
】

武
烈
王
は
新
羅
第
二
九
代
の
王
で
あ
り
（
在
位
六
五
四
～
六
六
一
）、
武
烈

王
は
謚
号
で
諱
は
春
秋
。
金
氏
で
あ
る
。
新
羅
に
お
け
る
謚
号
は
こ
れ
が
最
初

で
あ
る
。
ま
た
太
宗
と
い
う
廟
号
も
贈
ら
れ
た
。
新
羅
で
特
に
廟
号
で
呼
ぶ
の

は
こ
の
武
烈
王
の
み
で
あ
る
。

慶
州
市
西
岳
洞
の
一
古
墳
の
東
北
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
碑
閣
が
あ
り
【
図

６
―
２
】、
亀
趺
と
螭
首
が
置
か
れ
て
い
る
。
碑
身
は
な
い
【
図
６
―
３
、
図

６
―
４
】。
螭
首
の
中
央
に
題
字
が
あ
り
、
二
行
に
分
け
て
、

１　

太
宗
武
烈

２　

大
王
之
碑

と
記
さ
れ
て
い
る
【
図
６
―
５
】。
本
拓
本
は
、
こ
の
部
分
の
拓
本
で
あ
る
。

文
字
は
篆
書
で
、
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
題
字
の
存
在
に
よ
っ
て
碑
が
太
宗

武
烈
王
の
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
近
く
の
古
墳
が
武
烈
王
陵
【
図
６
―
６
】

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
文
字
が
残
さ
れ
た

意
義
は
大
き
い
。

碑
身
は
失
わ
れ
た
が
、
碑
の
断
片
が
二
点
残
っ
て
お
り
、
国
立
慶
州
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
【
図
６
―
７
】。
一
点
は
「
中
禮
」、
も
う
一
点
は
「
遠
雅
志
」
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【図6-3】武烈王陵碑の亀趺と螭首（田中撮影）

【図6-2】武烈王陵と陵碑の位置関係（『慶州武烈王陵・西岳洞古墳群』
新羅文化遺産研究院、二〇二〇年所掲図に加筆）

【図6-1】武烈王陵碑額字拓本
（54.7×34.7cm　朝拓─008）

【図6-5】武烈王陵碑題字（田中撮影）

【図6-4】武烈王陵亀趺・螭首側面図
（『慶州西岳地域地表調査報告書』国立

慶州文化財研究所、一九九四年）
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【図6-6】武烈王陵（田中撮影）

【図6-7】武烈王陵碑断片（国立慶州博物館展示、田中撮影）

【図6-9】西岳洞亀趺と金仁問墓（田中撮影）

【図6-8】武烈王陵・金仁問墓
亀趺位置（斎藤忠『新羅文化論攷』

吉川弘文館、一九七三年）
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「
蘭
而
」
な
ど
の
文
字
が
読
め
る
が
、
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な
程
度
で
は
な
い
。

武
烈
王
の
死
は
六
六
一
年
で
あ
る
。『
三
国
史
記
』
の
武
烈
王
八
年
（
六
六

一
）
六
月
条
に
「
王
薨
じ
、
謚
し
て
武
烈
と
曰
う
。
永
敬
寺
の
北
に
葬
る
。
太

宗
を
上
號
す
。
高
宗
、
訃
を
聞
き
、
哀
を
洛
城
門
に
擧
ぐ
」
と
あ
る
。
陵
碑
が

い
つ
立
て
ら
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
年
か
翌
年
で
あ
ろ
う
。
題
字
や

本
文
を
書
い
た
の
が
、
前
項
で
も
と
り
あ
げ
た
二
男
（
文
武
王
の
弟
）
の
金
仁

問
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。
仁
問
は
、
六
六
〇
年
百

済
攻
撃
の
際
に
、
唐
か
ら
、
唐
軍
の
一
員
（
副
大
捴
管
・
左
領
軍
将
軍
）
と
し

て
参
戦
し
（「
大
唐
平
百
済
国
碑
銘
」）、
唐
・
新
羅
軍
が
勝
利
し
、
唐
の
総
司

令
官
で
あ
る
蘇
定
方
が
ひ
き
あ
げ
る
と
き
、
お
そ
ら
く
い
っ
し
ょ
に
唐
に
戻
っ

て
い
る
。
た
だ
し
翌
年
、
高
宗
の
命
に
よ
っ
て
帰
国
し
て
い
る
（『
三
国
史
記
』

金
仁
問
伝
）。
そ
の
翌
年
（
六
六
二
）
七
月
に
ま
た
唐
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
（『
三
国
史
記
』
文
武
王
二
年
七
月
条
）、
武
烈
王
の
死
の
前
後
に
は
、
新

羅
に
滞
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
陵
碑
の
文
字
を
仁
問
が
書
く
こ
と
は
可
能
で

あ
っ
た
。

亀
趺
の
向
き
は
、
南
に
向
い
て
い
る
。
つ
ま
り
碑
は
、
南
を
向
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
武
烈
王
陵
の
正
面
の
正
確
な
位
置
は
わ
か
ら
な
い
が
、
正

面
か
ら
東
に
向
か
っ
て
墓
道
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
墓
道
に
対
し
て
正
面

を
向
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
【
図
６
―
８
】。
王
陵
碑
か
ら
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
東
に
金
仁
問
の
墓
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
北
東
に
亀
趺
が
あ

る
（
西
岳
洞
亀
趺
と
よ
ば
れ
て
い
る
【
図
６
―
９
】）。
そ
こ
に
は
、
近
く
の
西

岳
書
院
で
発
見
さ
れ
た
金
仁
問
碑
が
立
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
墓
の
推
定

が
な
さ
れ
て
い
る
。
武
烈
王
の
二
男
が
す
ぐ
近
く
に
葬
ら
れ
た
と
し
て
も
お
か

し
く
は
な
い
。
金
仁
問
碑
の
亀
趺
で
は
な
い
と
し
て
も
、
墓
と
さ
れ
る
も
の
は

王
陵
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
つ
ま
り
亀
趺
の
碑
は
王
陵
と
は
限
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
羅
の
王
陵
で
被
葬
者
が
断
定
的
に
言
え
る
の
は
二
基
の
み
で

あ
る
。
新
羅
王
陵
に
は
一
八
世
紀
に
な
っ
て
比
定
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
確
か

な
根
拠
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
王
陵
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
な
か
に
も
皇

南
大
塚
な
ど
王
陵
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
王
陵
と
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
朴
・
昔
・
金
の
三
姓
と
も
に
後
孫
そ
れ
ぞ
れ
が
先
祖
の
墓
と
し
て
の
祭

祀
を
つ
づ
け
て
お
り
、
発
掘
調
査
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
内
部
の

調
査
が
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
が
二
基
あ
る
。
南
山
の
西
麓
に
あ
る
伝
憲
康

王
陵
（
在
位
八
七
五
～
八
八
六
）、
東
麓
の
い
わ
ゆ
る
三
陵
の
ま
ん
中
に
あ
る

伝
神
徳
王
陵
（
在
位
九
一
二
～
九
一
七
）
で
あ
る
。

伝
憲
康
王
陵
は
、
一
九
九
三
年
八
月
の
大
雨
で
墳
丘
が
陥
没
し
（
盗
掘
孔
が

あ
っ
た
た
め
）、
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
補
修
整
備
の
た
め
の
緊
急
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
盗
掘
を
う
け
て
は
い
た
が
、
遺
物
も
一
部
残

り
、
ま
た
石
室
構
造
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
横
穴
式
の
石
室
で
あ
り
、
遺
物
に

は
石
枕
・
足
座
な
ど
の
石
製
品
や
、
装
身
具
・
土
器
類
が
あ
っ
た
。
土
器
の
印

花
文
か
ら
、
九
世
紀
に
は
く
だ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
墓
を
憲
康

王
の
陵
と
み
る
の
は
難
し
く
な
っ
た
（『
憲
康
王
陵
補
修
収
拾
調
査
報
告
書
』

国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）。
ま
た
、
伝
神
徳
王
陵
は
一
九
三

五
年
に
盗
掘
さ
れ
、
穹
窿
式
天
井
の
石
室
を
も
つ
横
穴
式
石
室
で
、
壁
面
が
彩

色
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
に
さ
ら
に
大
き

く
盗
掘
さ
れ
た
た
め
、
緊
急
調
査
が
な
さ
れ
た
（
朴
日
薫
「
慶
州
三
陵
石
室
古

墳
―
伝
新
羅
神
徳
王
陵
―
」『
美
術
資
料
』
八
輯
、
一
九
六
三
年
）。

ま
た
伝
閔
哀
王
陵
（
在
位
八
三
八
～
八
三
九
）
と
さ
れ
る
も
の
が
、
月
南
面

望
星
里
に
あ
る
。
伝
僖
康
王
陵
の
す
ぐ
東
南
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
一
九
八
四
年
九
月
に
周
囲
整
備
の
た
め
の
発
掘
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
封
土
西
側
の
傾
斜
面
か
ら
「
元
和
十
年
」（
八
一
五
）
と
ヘ
ラ
書
き

し
た
骨
壷
が
出
土
し
た
。
そ
れ
は
、
墓
を
築
造
す
る
た
め
に
傾
斜
面
を
削
り
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取
っ
た
地
山
の
上
に
そ
の
後
堆
積
し
た
土
層
を
掘
っ
て
埋
納
し
て
お
り
、
と
う

ぜ
ん
墓
の
築
造
以
後
に
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
墓
は
八
一

五
年
以
前
の
築
造
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
閔
哀
王
陵
で
は
な
い
こ
と
が
確
実
と

な
っ
た
（
鄭
良
謨
・
李
健
茂
・
崔
鍾
圭
『
傳
閔
哀
王
陵
周
辺
整
備
報
告
』
国
立

慶
州
博
物
館
・
慶
尚
北
道
月
城
郡
、
一
九
八
五
年
）。
た
だ
し
石
室
内
部
の
調

査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
発
掘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
「
王
陵
」
は
三
基
の
み
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
墓
室
が
確
認
さ
れ
た
の
は
二
基
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
墓
室
内
に

墓
誌
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
（
王
陵
に
比
定
さ
れ
て
い
な
い
龍
江
洞
古
墳

に
は
赤
い
文
字
の
痕
跡
の
あ
る
誌
石
ら
し
き
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）。
そ

れ
に
対
し
て
、
武
烈
王
陵
の
よ
う
に
、
墓
前
に
碑
が
立
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

の
が
、
文
武
王
陵
・
聖
徳
王
陵
・
興
徳
王
陵
・
景
徳
王
陵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
新
羅
で
は
、
墓
前
に
碑
を
立
て
て
王
陵
で
あ
る
こ
と
の
表

示
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
碑
を
立
て
た
最
初

が
、
こ
の
武
烈
王
陵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
亀
趺
の
上
に
碑
を
立
て
る
習

俗
は
、
中
国
で
は
南
北
朝
時
代
か
ら
あ
る
が
（
関
野
貞
『
支
那
碑
闕
形
式
ノ
変

遷
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
。
平
㔟
隆
郎
『
亀
の
碑
と
正
統
』
白
帝
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
こ
こ
で
は
唐
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
武
王
陵
（
在
位
六
六
一
～
六
八
一
）
は
、
水
中
王
陵
・
海
中
王
陵
と
い
わ

れ
る
大
王
岩
が
そ
う
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
王
岩
は
、
人
工
的
な
加
工

の
痕
跡
が
な
い
自
然
の
岩
礁
で
あ
る
（「
文
武
大
王
水
中
陵
精
密
実
測
調
査
お

よ
び
物
理
探
査
」『
国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
年
報
』
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

文
武
王
は
火
葬
さ
れ
た
最
初
の
王
で
あ
り
、
遺
骨
が
そ
こ
に
散
骨
さ
れ
た
可
能

性
は
あ
る
が
、
文
武
王
陵
碑
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
王
陵
は
別
に
あ
っ
た
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
国
立
慶
州
博
物
館
に
展
示
す
る
文
武
王
陵
碑
は
、
断
碑
で
あ
り
、
二

片
が
残
る
の
み
で
あ
る
【
図
６
―
10
】。
そ
の
一
片
に
「
新
羅
文
武
王
陵
之
碑
」

の
文
字
が
あ
り
、
陵
碑
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
ど
こ

に
立
て
ら
れ
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
王
陵
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

狼
山
の
東
側
中
央
に
陵
之
塔
と
よ
ば
れ
る
石
組
み
方
形
の
施
設
が
あ
り
、
四
周

に
浮
彫
り
の
十
二
支
像
が
三
体
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
文
武
王
を
火
葬
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
み
か
た
が
あ
る
が
、
そ
の
名
称
や
、
十
二
支
像
の
存
在

か
ら
、
そ
こ
が
王
陵
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

伝
聖
徳
王
陵
（
在
位
七
〇
二
～
七
三
七
）
と
さ
れ
る
も
の
は
、
市
街
地
か
ら

東
南
、
蔚
山
街
道
を
仏
国
寺
方
面
に
約
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
道
路
辺
に
あ
る
。

慶
州
市
朝
陽
洞
で
あ
る
。
聖
徳
王
の
葬
地
に
つ
い
て
は
、「
移
車
寺
の
南
」（『
三

国
史
記
』
聖
徳
王
三
六
年
条
）「
東
村
の
南
」「
楊
長
谷
」（『
三
国
遺
事
』
王
暦
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

外
護
装
飾
と
し
て
丸
彫
り
さ
れ
た
十
二
支
像
が
配
置
さ
れ
、
近
く
に
石
人
像
・

獅
子
が
残
っ
て
い
る
。
や
や
離
れ
て
頭
部
が
破
壊
さ
れ
た
亀
趺
が
残
る
が
、
碑

身
は
な
い
【
図
６
―
11
】。
碑
片
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
。

聖
徳
王
陵
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
外
護
装
飾
と
し
て
初
期
的
な

様
相
で
あ
り
、
八
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
か
ら
み
て
も
可
能
性
が
高
い
。

伝
景
徳
王
陵
（
在
位
七
四
二
～
七
六
五
）
は
、
南
山
の
西
側
、
内
南
面
鳧
池

里
に
あ
る
。
朗
善
君
李
俁
『
大
東
金
石
書
』（
一
六
六
八
年
）
続
編
坤
に
著
録

さ
れ
た
拓
本
に
、「
新
羅
景
徳
王
陵
碑
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
【
図
６
―
12
】。

こ
れ
が
、
そ
の
伝
景
徳
王
陵
か
ら
発
見
さ
れ
た
碑
石
の
拓
本
な
の
か
ど
う
か
、

明
確
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
内
容
の
判
読
が
困

難
で
、
こ
れ
を
も
と
に
伝
景
徳
王
陵
が
、
景
徳
王
陵
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は

難
し
い
。

興
徳
王
陵
（
在
位
八
二
六
～
八
三
六
）
は
、
慶
州
市
街
か
ら
二
〇
キ
ロ
ほ
ど

北
の
安
康
邑
の
北
に
あ
た
る
六
通
里
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
き
な
亀
趺
が
あ
り
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【図6-10】文武王陵碑（国立慶州博物館展示、田中撮影）

【図6-11】伝聖徳王陵亀趺（田中撮影）

【図6-12】景徳王陵碑片
（李俁『大東金石書』続編坤）

【図6-13】興徳王陵亀趺（田中撮影）
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【
図
６
―
13
】、
そ
の
周
囲
か
ら
一
九
六
二
年
以
来
、
碑
石
の
断
片
が
多
数
発
見

さ
れ
、
そ
の
な
か
に
「
興
徳
」「
我
興
徳
」
の
文
字
が
み
え
る
。『
三
国
遺
事
』

王
暦
に
は
「
陵
は
安
康
の
北
、
比
火
壤
に
在
り
」
と
あ
り
、
そ
の
位
置
と
あ
わ

せ
て
、
興
徳
王
陵
と
し
て
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
碑
片
に
は
ほ
か
に

「
壽
六
十
」「
憲
徳
大
王
」「
太
祖
星
漢
」「
廿
四
代
孫
」
な
ど
の
文
字
も
み
え
、

注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
新
羅
で
は
王
陵
に
陵
碑
を
立
て
る
こ
と
が
か

な
り
多
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
通
例
化
し
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
つ
と
し
て
完
全
な
か
た
ち
で
残
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で

あ
る
。
ま
た
、
金
仁
問
碑
の
例
を
通
し
て
、
王
陵
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
新
羅
末
期
に
な
れ
ば
、
高
僧
の
浮
屠
・
塔
（
墓
）

の
旁
ら
に
塔
碑
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
亀
趺
を
台
と
し
、

碑
身
の
上
に
螭
首
を
の
せ
る
か
た
ち
で
あ
る
。

七
、
開
寧
葛
項
寺
三
層
石
塔
記〔

朝
拓
―
０
１
０
〕【
図
７
―
１
】

葛
項
寺
の
石
塔
建
立
の
年
次
と
建
立
者
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
塔
は
現

在
、
国
立
中
央
博
物
館
の
外
庭
に
展
示
さ
れ
て
い
る
【
図
７
―
２
】。
も
と
は

慶
尚
北
道
開
寧
郡
南
面
（
現
在
は
金
泉
市
南
面
）
梧
鳳
里
葛
項
洞
の
葛
項
寺
址

に
あ
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
景
福
宮
外
庭
に
移
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
の
中
央
博

物
館
の
移
転
と
と
も
に
、
現
位
置
に
移
さ
れ
た
。
移
転
に
際
し
て
は
、
両
塔
か

ら
舎
利
容
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
（
高
正
龍
「
葛
項
寺
石
塔
と
舎
利
容
器
」『
朝

鮮
古
代
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。
葛
項
寺
址
【
図
７
―
３
】
に
は
、
現

【図7-1】開寧葛項寺三層石塔記拓本
（82.5×33.3cm　朝拓─010）



20

【図7-3】葛項寺址（田中撮影）

【図7-2】葛項寺石塔（左が東塔。国立中央博物館展示、田中撮影）

【図7-6】葛項寺石塔東塔立面図
（高正龍「葛項寺石塔と舎利容器」
『朝鮮古代研究』二号、二〇〇〇年）

【図7-5】葛項寺石塔記
（田中撮影）

【図7-4】梧鳳里釈迦如来像
（田中撮影）
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在
な
お
石
仏
坐
像
（
梧
鳳
里
石
造
釈
迦
如
来
坐
像
。
宝
物
二
四
五
号
）
が
残
っ

て
い
る
【
図
７
―
４
】。
石
塔
は
東
西
二
基
あ
り
、
二
基
と
も
に
移
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
東
塔
の
上
成
基
壇
の
身
部
の
羽
目
石
の
右
端
に
五
行
で
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
こ
の
石
塔
記
で
あ
る
【
図
７
―
５
、
図
７
―
６
】。
観
峰
館
所
蔵
拓

本
を
入
れ
た
袋
に
は
「
開
寧
葛
頂
寺
三
層
石
塔
記
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
の
見
出
し
は
「
葛
項
寺
」
に
改
め
て
お
く
。
双
塔
式
伽
藍
は
統
一
新
羅
時

代
の
典
型
的
な
様
式
で
あ
り
、
石
塔
自
体
も
典
型
的
な
統
一
新
羅
様
式
で
あ
る
。

葛
項
寺
と
は
、『
三
国
遺
事
』
巻
四
・
勝
詮
髑
髏
条
に
「〔
勝
〕
詮
乃
ち
尚
州

領
内
開
寧
郡
境
に
於
て
精
廬
を
開
創
す
。
…
…
今
の
葛
項
寺
な
り
」
と
あ
り
、

勝
詮
が
開
寧
郡
に
開
創
し
た
寺
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勝
詮
は
入
唐

し
て
法
蔵
の
も
と
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
帰
国
に
際
し
て
、
法
蔵
が
智
儼
門
下
で

兄
弟
子
で
あ
っ
た
義
湘
に
手
紙
（
そ
の
写
し
が
、
天
理
図
書
館
所
蔵
「
唐
法
蔵

致
新
羅
義
湘
書
」
で
あ
る
。『
ビ
ブ
リ
ア
』
四
八
号
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
を

託
し
た
。
そ
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
り
（『
三
国
遺
事
』
巻
四
・

義
湘
伝
教
条
）、
帰
国
は
李
能
和
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
上
（
新
文
館
、
一
九
一

八
年
）
が
六
九
二
年
と
す
る
が
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
葛
項
寺
開
創
は
そ
れ

以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
明
確
な
記
録
は
な
く
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初

と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
二
九
・
開
寧
県
の
仏
宇
条
に
「
葛
項
寺
」
が
み
え
、

「
金
烏
山
の
西
に
在
り
」
と
あ
る
。
十
六
世
紀
に
は
存
続
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
い
つ
廃
絶
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
寺
址
か
ら
は
「
葛

項
寺
」
銘
の
瓦
片
も
採
集
さ
れ
た
と
い
う
（
小
田
幹
治
郎
「
葛
項
寺
の
塔
」『
朝

鮮
彙
報
』
大
正
五
年
八
月
号
、
一
九
一
六
年
）。

石
塔
記
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

５　
　
　
　

10

１　

二
塔
天
寶
十
七
年
戊
戌
中
立
在
之

２　

娚
姉
妹
三
人
業
以
成
在
之

３　

娚
者
零
妙
寺
言
寂
法
師
在

４　

姉
者
照
文
皇
太
后
君
妳
在

５　

妹
者　

敬
信
太
王
妳
在
也

文
字
に
つ
い
て
は
、
４
行
目
第
９
字
「
妳
」
を
、「

」
と
み
る
意
見
も
あ
る
が
、

女
偏
は
明
確
で
あ
り
、「
妳
」
で
問
題
な
い
。
ほ
か
の
文
字
は
、
拓
本
で
も
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
残
り
が
よ
く
、
異
論
が
な
い
。

文
章
は
純
漢
文
で
は
な
く
、
新
羅
語
の
漢
字
表
記
で
あ
る
。
鮎
貝
房
之
進
に

よ
れ
ば
、「
在
」
は
尊
敬
の
意
味
を
込
め
「
イ
マ
ス
」「
ア
ラ
セ
ラ
ル
」
と
訳
す

べ
き
で
あ
り
、「
在

」
は
「
ア
ラ
セ
ラ
レ
」、「
在
也
」
は
「
ア
ラ
セ
ラ
ル
」

と
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
（『
雑
攷　

俗
字
攷
・
俗
文
攷
・
借
字
攷
』

国
書
刊
行
会
復
刻
、
一
九
七
二
年
）。
つ
ま
り
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
意
味
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
塔
は
天
寶
十
七
年
戊
戌
中
に
お
立
て
に
な
っ
た
。

娚
姉
妹
三
人
の
業
で
成
さ
れ
た
。

娚
は
、
零
妙
寺
言
寂
法
師
で
あ
ら
せ
ら
れ
、

姉
は
、
照
文
皇
太
后
君
の
「
妳
」
で
あ
ら
せ
ら
れ
、

妹
は
敬
信
太
王
の
「
妳
」
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
姉
を
「
照
文
皇
太
后
君
」
の
「
妳
」
と
と
ら
え
よ
う
思
う
。
そ
れ

は
「
照
文
皇
太
后
の
君
」
の
「
妳
」
と
い
う
よ
う
に
尊
敬
を
込
め
て
呼
ん
だ
表

記
の
し
か
た
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
議
論
が
必
要

か
も
し
れ
な
い
。「
君
」
を
下
に
つ
づ
け
て
、「
君
妳
」
と
い
う
成
語
と
し
て
と

ら
え
、「
妳
」
と
は
別
の
意
味
で
あ
る
と
み
る
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
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は
恣
意
的
で
あ
り
、「
妳
」
は
同
じ
意
味
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味

に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
検
討
し
た
い
。

天
宝
十
七
年
戊
戌
と
は
、
七
五
八
年
を
指
す
。
唐
玄
宗
の
年
号
で
あ
る
が
、

十
五
年
ま
で
で
あ
り
、
か
つ
「
幾
年
」
で
は
な
く
「
幾
載
」
と
表
記
し
た
。
新

羅
に
お
い
て
、
唐
の
改
元
を
知
ら
な
い
ま
ま
使
い
つ
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
が
、「
年
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
无
盡
寺
鍾
記
』（
対
馬
の
国
分

八
幡
に
あ
っ
た
新
羅
鍾
。
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
て
無
く
な
っ
た
）
に
は
「
天
寶

四
載
乙
酉
」
と
正
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
の
鍾
を
造
っ
た
思
仁
大
角
干
は
、
中

央
高
官
で
あ
り
、
天
寶
年
間
が
「
載
」
で
表
記
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、

ま
さ
に
そ
の
年
に
記
し
た
と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
元
を
知
ら
ず
、
ま
た
「
載
」

表
記
も
知
ら
な
い
、
と
い
う
状
況
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
都
の
住
人

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
後
代
の
追
刻
と
い
う
場
合
に
も
、
い
っ

そ
う
そ
れ
ら
の
こ
と
を
知
り
得
な
い
状
況
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

石
塔
の
建
立
は
そ
の
年
と
み
て
問
題
な
い
と
思
う
が
、
文
章
は
そ
の
年
に
書

か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
ず
第
５
行
目
に
記
さ
れ
た
「
敬
信
太
王
」

は
、
新
羅
第
三
八
代
王
元
聖
王
（
在
位
七
八
五
～
七
九
八
）

の
こ
と
で
あ
る
。「
敬
信
」
が
元
聖
王
の
名
で
あ
る
こ
と

は
『
三
国
史
記
』
巻
一
〇
・
新
羅
本
紀
一
〇
・
元
聖
王
即

位
紀
や
『
三
国
遺
事
』
巻
二
・
元
聖
大
王
条
な
ど
に
み
え

て
い
る
。「
太
王
」
は
「
大
王
」
と
同
じ
と
考
え
て
い
い

の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
記
す
の
は
と
う
ぜ
ん
即
位
し

た
七
八
五
年
よ
り
も
以
後
と
な
る
。
ま
た
、『
三
国
史
記
』

元
聖
王
十
四
年
（
七
九
八
）
冬
十
二
月
二
十
九
日
条
に
「
王

薨
ず
。
謚
し
て
元
聖
と
曰
う
」
と
あ
り
、
薨
去
後
す
ぐ
に

元
聖
と
い
う
謚
号
が
贈
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
以
後
な
ら

ば
「
元
聖
太
王
」
と
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
文
章

は
七
九
八
年
ま
で
に
書
か
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
４
行
目
に
記
さ

れ
た
「
照
文
皇
太
后
」
は
、
元
聖
王
元
年
二
月
条
に
「
母
朴
氏
を
昭
文
大
后
と

爲
し
」
た
と
あ
り
、「
照
」「
昭
」
の
違
い
は
あ
る
が
、
元
聖
王
の
母
を
指
す
。

こ
の
点
か
ら
も
文
章
は
七
八
五
年
以
後
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、

建
立
の
年
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
過
ぎ
た
元
聖
王
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
文
章
が

書
か
れ
て
、
彫
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、

わ
た
し
の
考
え
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

元
聖
王
敬
信
は
、
前
王
宣
徳
王
良
相
と
と
も
に
、
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
、
恵

恭
王
を
殺
害
し
た
（『
三
国
遺
事
』
巻
二
・
景
徳
王
忠
談
師
表
訓
大
徳
讃
耆
婆

郎
歌
条
）。
宣
徳
王
は
そ
れ
に
よ
っ
て
即
位
す
る
こ
と
に
な
り
、
元
聖
王
は
す

ん
な
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
母
方
の

祖
父
が
聖
徳
王
で
あ
る
良
相
は
、
ク
ー
デ
タ
に
よ
ら
な
く
て
も
、
子
の
い
な

か
っ
た
恵
恭
王
の
あ
と
に
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
元
聖

王
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
【
図
７
―
７
】。
宣
徳
王
の
即
位
後
、
最
高
の
官
職

と
い
え
る
上
大
等
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
宣
徳
王
の
死
後
、「
群
臣
、
後
を
議
し
、

【図7-7】新羅王系図
（武烈王～元聖王、田中作成）



23 観峰館所蔵朝鮮古碑拓本解説（二）

王
の
族
子
周
元
を
立
て
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
よ
う
に
（『
三
国
史
記
』
元
聖
王

即
位
紀
）、
群
臣
た
ち
が
立
て
よ
う
と
し
た
の
は
金
周
元
で
あ
っ
た
。
周
元
は

太
宗
武
烈
王
の
六
世
孫
で
あ
り
（『
三
国
史
記
』
巻
四
四
・
金
陽
伝
）、「
伊
飱

（
湌
）
金
周
元
初
め
上
宰
と
爲
り
、
王
（
＝
元
聖
王
）、
角
干
た
り
て
二
宰
に
居

れ
り
」（『
三
国
遺
事
』
巻
二
・
元
聖
大
王
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
周
元
の
ほ
う

が
上
位
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
聖
王
が
即
位
で
き
た
の
は
、
北

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、
周
元
が
王
宮
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
と

さ
れ
て
い
る
が
（
同
上
）、
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
何
ら
か
の

策
謀
が
あ
っ
て
、
即
位
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
七
五
八
年
の
石
塔
建
立
の
時
点
で
は
、
だ
れ
も
将
来
、

敬
信
が
王
に
な
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
ク
ー
デ
タ
が
な
け
れ
ば
、

即
位
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
七
八
五
年
に
王

位
に
即
い
た
の
で
あ
る
。
建
立
に
関
わ
っ
た
人
の
な
か
に
、
敬
信
と
関
係
が
あ
っ

た
人
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
知
る
誰
か
が
即
位
後
に
追
刻
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
わ
た
し
の
考
え
で
あ
る
。
新
羅
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
石

塔
に
建
立
者
の
名
を
彫
る
よ
う
な
習
慣
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
特
殊
事
情
の
た
め
に
、
例
外
的
な
石
塔
記
が
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

そ
れ
で
は
、
建
立
に
関
わ
っ
た
人
に
つ
い
て
、
石
塔
記
を
通
し
て
追
究
し
た
い
。

そ
こ
に
は
、
他
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の
な
い
文
字
が
い
く
つ
か
用
い
ら

れ
て
い
る
。「
娚
」「
妳
」「

」
の
三
文
字
で
あ
る
。

ま
ず
「
娚
」
は
、
大
漢
和
な
ど
で
は
「
嬲
」
と
同
じ
と
す
る
が
、
そ
れ
は
動

詞
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
新
羅
独
自
の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
姉
妹
と
並
ん
で

い
る
た
め
、
兄
弟
を
指
す
文
字
で
あ
ろ
う
か
。
姉
妹
よ
り
も
前
に
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
兄
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
零
妙
寺
言
寂
法
師
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
零
妙
寺
」
は
、
霊
廟
寺
の
こ
と
で
、
王
京
内
の
寺

で
あ
る
。

「
妳
」
は
「
嬭
（
ダ
イ
・
ナ
イ
・
ジ
）」
の
俗
字
で
あ
り
、
鮎
貝
房
之
進
は
「
漢

字
義
通
り
「
乳
母
」
即
ち
「
メ
ノ
ト
」
な
り
」
と
す
る
が
（
前
掲
書
）、
字
書

的
に
い
え
ば
、
ほ
か
に
母
・
姉
の
意
味
も
あ
る
。「
妳
」
の
意
味
を
限
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
母
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
と
、「
敬
信
太
王
」
の
母
は
、
上
記
の
よ
う

に
昭
文
皇
太
后
で
あ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
そ
う
記
せ
ば
よ
い
。
姉
の
意
味
で
あ

る
と
す
る
と
、
姉
は
「
照
文
皇
太
后
君
」
の
姉
で
あ
り
、
妹
は
「
敬
信
太
王
」

の
姉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
敬
信
太
王
」
の
姉
は
、
昭
文
皇
太
后
の
む
す
め

で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、「
昭
文
皇
太
后
」
の
姉
と
は
お
ば
と
め
い
と
の
関
係

と
な
り
、
姉
妹
関
係
で
記
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
つ
ま
り
、「
妳
」
を
母
・

姉
の
意
味
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
た
点
か
ら
、「
妳
」
は
乳
母
の
意
味
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
照
文
皇

太
后
の
乳
母
と
そ
の
子
の
敬
信
太
王
と
の
乳
母
が
、
姉
妹
と
い
う
こ
と
は
、
あ

り
得
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
七
五
八
年
の
時
点
で
あ
れ
ば
、
照
文
皇
太
后
の

乳
母
が
在
世
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

と
い
う
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
娚
姉
妹
三
人
と
は
、
零
妙
寺
の
言
寂
法
師
と
、

照
文
皇
太
后
の
乳
母
と
、
敬
信
太
王
の
乳
母
の
三
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
敬

信
と
関
係
が
あ
っ
た
人
物
と
い
う
条
件
に
合
致
す
る
。

建
立
者
は
そ
れ
で
い
い
が
、
建
立
年
代
か
ら
か
な
り
遅
れ
た
文
章
は
誰
が
書

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
娚
姉
妹
と
い
う
表
記
、
お
よ
び
「
在
」
と
い
う
尊
敬
詞

を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
な
か
の
ひ
と
り
が
第
一
人
称
で
呼
ん

だ
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
な
か
の
誰
か
と
は
別
の
人
が
書
い
て
い
る
と
み
た
ほ

う
が
よ
い
。
ま
た
、「
敬
信
太
王
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
時
点
で
の
王
の
名

を
そ
の
ま
ま
用
い
る
と
い
う
の
は
、
記
し
た
人
物
が
王
と
か
な
り
近
い
関
係
と

み
ら
れ
る
。「
照
文
皇
太
后
の
君
」
と
い
う
よ
う
に
、
照
文
皇
太
后
の
ほ
う
に
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尊
称
を
つ
け
て
呼
ん
で
い
る
点
も
、
世
代
的
に
、「
敬
信
太
王
」
に
近
い
存
在

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
石
塔
は
、
七
五
八
年
に
零
妙
寺
の
言
寂
法
師

と
、
照
文
皇
太
后
の
乳
母
と
、
敬
信
太
王
の
乳
母
の
三
人
が
建
立
し
た
。
そ
の

時
に
、
そ
の
こ
と
を
記
す
考
え
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
三
〇
年
ほ

ど
経
っ
て
、
敬
信
が
王
位
に
即
く
と
い
う
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ

た
。
そ
れ
で
こ
の
兄
姉
妹
に
近
い
関
係
の
人
物
が
、
そ
の
こ
と
を
栄
誉
な
こ
と

と
考
え
、
石
塔
に
建
て
た
人
た
ち
の
こ
と
を
彫
っ
て
残
す
こ
と
に
し
た
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
人
物
は
、
建
立
の
事
情
を
知
り
つ
つ
、
葛
項
寺
の
ほ

う
に
い
た
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
天
寶
十
七
年
」
と
い
う
問
題
の
あ
る
表

記
も
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ふ
た
つ
の
「
妳
」
を
乳
母
と
み
る
考
え
は
、
す
で
に
鮎
貝
房
之
進
が
提
示
し

て
い
る
（
前
掲
書
）。
そ
れ
は
字
義
の
説
明
を
す
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
上
記

の
よ
う
に
あ
ら
た
め
て
乳
母
と
み
る
べ
き
こ
と
を
説
明
し
た
。

諸
説
を
整
理
し
た
高
正
龍
は
、
鮎
貝
説
に
対
し
て
「
こ
の
石
塔
記
は
元
聖
王

の
即
位
に
よ
り
、
王
の
外
戚
と
な
っ
た
一
族
が
こ
れ
を
強
調
す
る
た
め
に
刻
ん

だ
記
念
碑
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
お
り
、
乳
母
で
は
意
味
が
な
い
」
と
否
定

す
る
。

し
か
し
そ
の
否
定
に
は
根
拠
が
な
い
。
乳
母
の
一
族
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

お
も
い
が
け
ず
彼
女
た
ち
の
近
い
関
係
者
が
王
に
な
っ
た
と
言
う
と
き
に
、
ど

う
い
う
即
位
の
し
か
た
で
あ
れ
、
喜
び
と
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
え
る
。
石

塔
を
建
立
す
る
こ
と
の
で
き
る
階
層
が
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
新

羅
の
寺
院
に
は
貴
族
や
庶
民
の
喜
捨
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
寺
院
も
多
い
の
で

あ
り
（
田
中
俊
明
「
新
羅
王
都
の
私
寺　

―
貴
族
・
庶
民
の
喜
捨
寺
院
」
網
伸

也
編
『
東
ア
ジ
ア
都
城
と
宗
教
空
間
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
二
四
年
）、

そ
の
な
か
に
石
塔
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
葛
項
寺
が
、
唐
か
ら
帰
国
し
た
勝
詮
が
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
に

創
建
し
た
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
っ
た
双
塔
が
七
五
八
年
の
建
立
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
創
建
以
後
、
数
十
年
た
っ
て
、
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
創
建
当
初
、
木
塔
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
の
経
過
が

な
く
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
百
済
の
定
林
寺
石
塔
の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
（「
五
、

扶
余
唐
平
百
済
碑
」）、
双
塔
建
立
ま
で
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

想
像
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
零
妙
寺
の
言
寂
法
師
と
姉
妹
が
新
た
に
双
塔
を
建

立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
勝
詮
と
言
寂
と
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
あ
と
三
〇
年
ほ
ど
た
っ
て
敬
信
が
王
と
な
り
、
そ

の
母
が
皇
太
后
と
し
て
追
封
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
、
ま
っ
た
く
想
像
外
の

こ
と
で
あ
り
、
三
人
に
と
っ
て
も
奇
縁
と
い
う
し
か
な
い
。
建
立
の
こ
と
を
追

刻
し
よ
う
と
い
う
人
物
が
出
て
き
た
の
も
、
そ
う
し
た
想
像
外
の
で
き
ご
と
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
石
塔
記
を
も
と
に
、
元
聖
王
や
元
聖
王
家
系
と
石
塔
自
体
、
ま
た
葛
項

寺
址
の
あ
る
地
域
に
つ
い
て
考
察
す
る
論
文
が
近
年
で
も
み
ら
れ
る
が
、
以
上

述
べ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
こ
の
石
塔
は
、
元
聖
王
や
元
聖
王
家
系
と
直
接
関

わ
る
も
の
で
は
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。


